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国際機構事業実施経費

　名古屋大学の部活・サークル活動における留学生の

受け入れの現状と課題の把握，必要な支援を検討する

ため，3年間のプロジェクトとして2019年度，2020年

度の2年間は実態調査に取り組み，3年目の今年度

は，これまでの調査で留学生への有用な部活・サーク

ル情報が圧倒的に少なかったという結果を受け，部

活・サークル関係者と有機的な協力体制構築を目指し

た。そして学生支援課を通じ，体育会・文化サークル連

盟（以下文サ連）役員に依頼をし，各部活・サークル

と連絡を取ることが出来，体育会2団体，文サ連3団

体，計5団体から連絡があった。そのうち4団体と，そ

の他留学生が多く活動する2団体にも協力を得て，そ

の主務や部長と個別に意見交換会を持ち，留学生の受

け入れ状況や必要なサポート，これまでの状況や今後

の課題を聞いた。その結果，留学生への情報提供の方

法を探り，効果的な補助コンテンツである部活・サー

クル基礎情報リーフレット（日英併記）の作成に取り

組んだ。なお今年度については学内リソースや有志の

学生の協力があり，申請した予算を使用せず取り組む

ことができた。

　これまでにあがっていた言語面での課題は，現状で

は日本語のみで活動する団体が多いため，活動に参加

するには日本語での意思疎通が必要となる点だ。例と

して，主にオンラインで活動しているサークルでは文

字のみでの意思疎通となり，日本語の読み書きができ

ない場合は継続的に活動することが難しい。次に，留

学生の部活・サークルへの加入の時期のずれの問題が

ある。毎年4月には新入生に向けた部活・サークル説

明会等があるが，多くの留学生が入学する10月にはな

いため，部活・サークルの基礎知識を得て加入するこ

とが難しい。たとえ10月に加入したとしても活動参加

期間の違いにより，発表の場やイベント，試合への参

加が難しくなるという問題点もある。新たにわかった

課題としては，競技によっては試合や大会に参加登録

できる外国籍の人数制限を設けており，部活に入部し

練習に参加していても国籍の問題により試合に出場で

きない場合もあるということだ。

　これらの調査を踏まえ，留学生向けの部活・サーク

ル基礎情報リーフレット（日英併記）を作成した。リー

フレットは，本学の部活・サークルの基礎情報をはじ

め，一部団体の紹介や情報源となる既存の学内リソー

スを案内するシンプルなものとし，部活・サークルと

は何か，どのような活動があるのか，部活・サークルの

探し方や連絡方法，部活・サークルに係わる用語集等

を掲載した。リーフレットは新入留学生オリエンテー

ション資料にも含め，また各宿舎，国際交流を行う学

生グループ，そのほか留学生関係プログラムのオリエ

ンテーション資料として配布することで，新入留学生

にもわかりやすい形で提供することが出来た。リーフ

レットの情報量の都合上，詳細は部門のウェブサイト

にリンクを繋げ案内している。

　本調査を行う過程では，学内から情報発信されてい

る本学および学生組織のウェブサイト，冊子，SNS 等

を入念に確認した。学生が活用する情報発信や受信の

ツールが時と共に変化していくこともあり，言語の問

題だけでなく，多量で多様な情報から欲しい情報に辿

り着くことが難しいと感じた。また，課外活動の学生

運営組織，その構成や役割，各団体との関わりなど，調

査の中で少しずつ分かってくることも多く，何から支

援を始めていくかの検討を繰り返してきた。まずは情

報の入り口として留学生にも分かりやすいリーフレッ

トの作成につなげることができ，協力いただいた体育

会や文サ連役員，学生支援課にも支援の必要性に対し

て意識共有を図ることができた。今後，部活・サーク

ル活動に参加する留学生が増えた時，学生たちの多様

な関わりの中で何らかの気づきが生まれ，各団体の自

発的な変化や取り組みが期待できるかもしれない。学

生主体の活動を尊重しつつ，今後もリーフレットの内

容更新を含め，必要に応じた支援を，学生らと共に検

討していきたい。
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https://acs.iee.nagoya-u.ac.jp/etc/club.html


